
  

ゴールデンウイークに、離れて暮らしている子どもが久しぶりに遊びに来ました。（子どもといっても 

もう自立している大人です。）お正月に会って以来だったので、最近あったことや困っていること、 

自分が頑張っていることなど、いろいろと話してくれましたが、その中で印象に残ったのは、「お母さ 

んはこういうとき、こう言っていたよね。」とか、「お母さんだったらこうするよね。」という言葉でした。 

それは、以前私が子どもに伝えていたことや、私が子どもたちの前でやっていた行動でした。 

 

最近は、反抗期があまりなく、友だちのような親子が増えていると言われています。これは、保護者や 

子どもの性格や関係性でも変わるので、反抗期があるから良い・悪い、ないから良い・悪いというわけ 

ではありません。ただ、保護者の立場で考えると、子どもに反抗されたり嫌われたりするよりは、素直 

に言うことを聞いてくれて、何でも話してくれたりするほうが、楽だろうなと思います。 

でも実際には、子どもが失敗したり、間違ったことをしていたり、うまくいかなかったりしたとき 

には、「保護者」として話をしなければならないことがあります。私も、子どもが嫌がることがわかっ 

ていても、確認したり、説明したり、強い口調で話をしたりしたことがありました。そんなとき、返っ 

てくるのは「でも、だけど、だって」という言葉か、無言で拒否する態度。私が言ったことが、伝わった 

のか、伝わっていないのかもわからないまま話を終えては、がっかりしたり、悲しくなったりしたこともありました。 

 

学校では、自分の子どもと同じくらいの年齢の生徒たちが、相談をしてくれたり、楽しく話してくれる 

のに、家では、自分の子どもは何も話してくれない。暴言はなかったものの、ほとんど話はしない、 

部屋から出てこない、何を言ってもろくに返事もしない・・・まさに反抗期そのものでした。 

いっそのこと、子どもが嫌がることは言わない。何をしても怒らない。やってほしいこと、困った 

ことや嫌なことは全部私が代わりにやってあげれば、反抗期はおさまるのか？と思ったこともあ 

りました。でも最終的には、「たとえ反抗的な態度をとられたり、無視されたりしても、言うべきこ 

とはきちんと言葉にして伝えること」を選びました。それが保護者としての責任だと思ったからで 

す。 

 

それから長い年月が経ちましたが（反抗期はずいぶん前に終わりました）、今回、子どもの口から、当時私が伝えていたこ

とや、私がやっていたことを聞き、私が言っていたことを、聞いていないようで聞いていたこと、伝わっていないようで

伝わっていたことを知りました。それだけではなく、私の伝えた言葉や行動が、自立して一人で生きていく子どもの力に

なり、進む方向を考える手がかりとなり、考え方の一部として生きていたのです。私が伝えたひとつひとつの言葉や考え

方が、子どもの心の中に種のようにまかれ、知らないうちに芽を出し、大きく育って、子どもを支えてくれていたのです。 

 

これを読んでいる人の中には、「反抗期」のまっただ中にいる人もいれば、「反抗期」とは縁が 

ない人もいるでしょう。保護者には反抗しないけれど、先生や学校には反発したい気もちを 

持っている人、実際に反発して学校のルールを守らずに、指導されたことがある人もいるか 

もしれません。学校のルールは、みんなが安心して安全に過ごすためのものなので、それが 

守られていないときには、厳しい指導が入ることがあります。でもそれは、先生たちが、みな 

さんが嫌いだからとか、いじわるをしたいから、注意をしたり、指導をしたりしているわけではありません。 

先生たちには、「たとえ反抗的な態度をとられたり、無視されたりしても、言うべきことはきちんと指導する責任」がある

からなのです。 

 

みなさんの中には、「自分が嫌だと思うことは何も言わない先生」「どんなことをしても怒らない先生」「お願いしたことは

全部聞いてくれる先生」「やりたくないことは全部代わりにやってくれる先生」が大好きで、「ルールを守らないと指導す

る先生」「自分がやってほしいことをやってくれない先生」「遅刻したり、課題を出さないと指導す 

る先生」は嫌い！と思っている人はいませんか？先生と友だちのような関係でいたいと考えて 

いる人はいませんか？ 

しかし、先生はみなさんと友だちになるわけにはいきません。友だちの関係では、本当の意味で 

正しいことを教えたり、間違いを直したりするのは難しいからです。 

先生たちが、生徒から嫌われないようにと、「ルールなんて守らなくていい」「個性を大事に 

して、それぞれが好きなようにすればいい」と言い出したら、学校はどうなるでしょうか。 

やりたいことが違う人たちが、それぞれ自分のやりたいようにやっている中で、先生たち 

が、何も指導しない、何も注意をしなかったら、学校に安心してくることはできなくなるでし 

ょう。 

私は保健室の先生なので、厳しい指導をする場面は少ないです。でも、必要があれば「たとえ嫌われても、理解してもら

えなかったとしても、伝えるべきことはきちんと伝える」ようにしています。それは、みなさんの「今」だけでなく、「未来」

も大切に考えているからです。 

 

私たち大人が、子どもに残せるものは多くはありません。お金などの目に見えるものも大切ですが、 

それらはやがてなくなってしまいます。大人（保護者や先生）が、ずっとそばにいて、子どもを 

守れるわけでもありません。でも、伝えられた言葉や考え方、生き方は、たとえその人がいなくな 

ったとしても、無くなることはなく、心にまかれた種のように、芽を出し、時にはその人を助け、支 

え、守ってくれると思うのです。実際、昔の書物が今も、多くの人に読まれているのは、言葉には、 

時間を超えて人を引き付ける力、支える力があるからではないでしょうか。 

とはいえ、将来自分を支えてくれるかもしれない大切な言葉は、今は聞きたくないこと、言われたくないこと、見たくな

いことかもしれません。それでも、大人（保護者や先生など）が、あなたのこと、あなたの未来を考えて伝えてくれる言葉

を、今は理解できなくてもいいので、あなたの心の片すみに、そっと残しておいてほしいと思います。私も、ほけんだより

などで伝えている私の言葉が、いつかあなたの心の中で成長し、未来のあなたを支えてくれることを願って、たくさんの

時間を使って書いています。 

 

最後に・・・ 

言葉には力があり、時を超えて人を支えたり助けたりすることができる一方で、人を傷つけ 

その人の人生を変えてしまう可能性もあります。上尾橘高校では、キャッチアップタイムの 

ソーシャルスキルの授業だけではなく、学校生活全体で「あたたかい言葉をかけよう」という 

取り組みを行っています。上尾橘高校の生徒は、お互いに、友だちを助ける言葉、力づける 

言葉、支える言葉を使うように心がけてくださいね。 

 

もし、困ったとき、わからないとき、悩んだときにはぜひ「言葉」でだれかに伝えてみましょう。自分で言 

葉にするのが難しい人はぜひ、保健室に来てください。あなたの気もちや悩み、抱えているものを言葉 

にするお手伝いをしたいと思います。 

「言葉」は時間を超えて、人の心に残るもの 


